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〔三宅島災害復興対策試験〕

火山ガスが農作物の生育に及ぼす影響

～秋冬野菜類の生育園収量に対する火山ガスの影響～

小林和郎・馬場隆・三宅支庁産業課

（島しょ農林水産総合センタ一三宅事業所）

【要約】阿古試験区では断続的な S02の発生によりキャベツ，ブロッコリーともに生育

遅延や減収がみられたが，収穫物には目に見える大きな障害は認められなかった。また，

ホウレンソウでは農ポリによる雨よけトンネル栽培で S02の被害が減少した。

【目的】

二酸化硫黄（以下， S02）を中心とする火山ガスが主要な秋冬野菜類の生育，収量に及ぼ

す影響を確認するとともに，被覆資材による火山ガス被害軽減効果を確認する。

【方法1
1）試験1：阿古試験区および坪田試験区（島しょ農水センター内）においてキャベツ，

ブロツコリー，ダイコンを表 1のとおり栽培した。生育期間中の S02による被害程度と

生育，収量を調査した。

2）試験2：被覆資材による火山ガスの被害軽減効果をみるため，阿古試験区においてホ

ウレンソウのトンネル栽培に4種類の被覆資材（表2）を供試し，露地栽培と比較した。

｛成果の概要】

1 ）阿古試験区では， 9月 16日の 1時間値（最高値） 3.4ppm （表3）を最高に， 9月 21

日， 10月4日， 10月30日， 11月25日に高濃度の S02が断続的に発生し，被害がみられ

た。一方，坪田試験区は 10月24日の発生以外は比較的低濃度かっ短時間の発生が多く，

被害は少なかった（表3，図 1）。

2）試験 1：キャベツ，プロツコリーは阿古試験区で定植以降の断続的な S02発生により，

成葉を中心に被害がみられた。S02による葉の被害程度はプロツコリーが大きい傾向にあ

った。また，両試験区ともに，ガス害に加えて台風の強風害により下位葉の損傷が激し

く，生育に影響を及ぼした（表3）。これらの結果，坪田試験区に比べて阿古試験区では

生育が遅延し，収量もキャベツ，プロッコリーともに坪田試験区の 8割程度となったが，

いずれも収穫物には S02による大きな障害は認められなかった（表4, 5）。

3）ダイコンは各試験区ともに S02による葉の白変がみられたが，根部には S02による障害

は認められなかった（表6）。

4）試験2：ホウレンソウの栽培期間中， 3回の高濃度の S02発生がみられた（表3）。葉

の被害程度は農ポリ（雨よけ）区で、やや低かったが，他資材では S02被害軽減の効果は

認められなかった（表 7)。なお，露地区は被覆区に比べ生育期聞が長くなったことから，

収穫直前に3回目の S02暴露を受け，葉の被害が拡大した（表 8）。

5）まとめ：阿古試験区では断続的な S02の発生によりキャベツ，プロツコリーともに生

育遅延と減収がみられたが，収穫物には S02による大きな障害はみられなかった。

また，ホウレンソウでは農ポリによる雨よけトンネル栽培で、 S02の被害が減少し，生

育期間も短縮できることから，被害軽減の一方策として有望と考えられた。
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表 2 トンネノレ資材の種類

資材名 備考
ユーラック4号両裾は地面まで展張

パオパオ90 II 

タフベノレN3800 II 

農ポリ（雨よけ〉 両裾を15佃開けて設置

なし 露地（対照区）

秋冬野菜類の栽培概要

品目 キャベツ ブロッコリ ー ダイコン ホウレンソウ
品種（商社名） 藍宝（日本農林）ピクセル（サカタ｝夏っかさ（トホタ）ニュインナR4（タキイ｝

播種目，定植日 8/6, 9/7 8/6, 9/7 9/13 10/12 
株間，条間，条数 40cm, 65cm, 1条 50咽， 75cm,1条 30cm,45岨， 2条 15cm,20cm, 4条
元肥 N,P20s, K20 24-39-18 24-39-18 20-25-14 26-30-18 
追肥 (kg/lOa) 12 12-9 (3回） 9 9-9(3回） 10-10 8(2回）なし

備考 黒マルチ黒マノレチ（5株／穴）

蓋 1

その他

7 
6 

キャベツ
9/12 • " 

7 P2_明ー

10 6/15～17のS02発生により下位業の一部が葉脈問自変枯死

10 向上
40発芽後子葉のほぼ全面、本業の一部が白変
30業に褐色小斑点が広く発生し、やや奇形業に
50 中上位葉の葉脈聞が激しく自変枯死下位葉・芯部の被害は少
40芯部を除く本業が白変特に下位業の葉脈聞が激しく白

10メ12約レシ”は種、 が ,・ ,.,,,.--;'f:';k-.J・務銭湯鐙段・r，号
。台風16,18号の風害により下位葉は損傷大その他は可
5 同上 中位葉の一部に白変（軽微）
20芯部を除く本業の葉脈問・葉縁が白変

業数 被害
面積率2)

（枚）（%）
•9/Y 守幸~t品｝＇ 町コ9

30 下位葉の葉脈聞が一部
10 向上

,9/13＇ダイコンは種 、－.＇！一三品以町出むが＿..tr持続

3) 

一
2
一
日
日

7

被害の状況品目

阿
古
試
験
区

ブロッコリーの生育および収量

収穫日 全重草丈葉数花普重花普径花嘗高花奮の

（月／日）（±釦） ( g) (cm) （枚） ( g) (cm) (cm) S02障害

坪田試験区 10/31±2. 3 1519 73 10. 7 292 13. 2 6. 8 なし

阿古試験区 11/3±3. 8 1062 62 10. 4 226 12. 9 6. 0 なしI)

阿古川田川 ーへ 70ii{l,85出掛説的3ぶ97官誕89＇－＇婚務総長
＊）調査妹数坪田： 19株阿古： 14株
1)阿古試験区ではS02の二次的な影響によりリーフィー（36覧）が発生

一弘

知
一
献

醸
叫
瞳
一
札
一
札

キャベツの生育および収量

地上結球外葉
収穫日 球径球高

部重重数

（月／日）（土SD) ( g) ( g) （枚） (c皿）（畑）

坪田試験区 11/8 ± 1.1 2033 117 4 12. 0 19. 6 12. 1 

阿古試験区 11/13±4. 5 1533 898 11. 9 17. 9 11. 4 

阿古／坪田（紛 ゅ ー .75. 77 99 92 94 

＊）調査株数坪田： 25株 阿古： 15株

表4

試験区

業数葉長業重根部の
（枚） (cm) ( g) S02降害

19 46 3.84 なし
21 48 476 なし

1ぶ110・.. ~~iO;f .f え124<;.i~J;2事晴樹

差是6 ダイコンの生育および収量

収穫日 金重根重根長根 径
試験区

｛月／日） (±SD) ( g) （疋） (cm) (cm) 
坪田試験区 11/27±2. 4 1186 803 29 6. 9 
阿古試験区。 11/24±1.5 1486 1015 33 7.1 
駒吉摘同情~.，＿；：入ツ必件以此＼12ち指； '126＼ザ会14・、－ ,.fb2 

＊）調査株数坪悶： 24株 阿古： 14株
1) 阿古試験区：生育期間中防虫ネットのトンネノレ被覆により，台風の強風害による損傷が少

ベ〉阿古試験区

「企ー坪田試験区

(9/5～12/5) 
10/4 

9/16 

ホウレンソウのS02による被害程度（阿古試験区）

被害株率（%） 2) 被害面積率（%） 3) 

10/31 11/8 11/28叫 10/31 11/8 11/28叫

ユーラック4号 90 90 -:- 13 4 ー

ノ号オノ号オ 83 100 95 3 14 16 
タフベル 85 95 100 3 4 13 官 1. 0 
農ポリ｛雨よけ） 48 88 95 0 2 4 註
露地 88 100 98 3 12 22 〕

1）露地は2反復の平均値（他試験区は1反復） 2) 40穴当りの平均値 制
3) 10穴当りの平均値 4）ハ．オハ.:t. JJ7へ・ル，農串リ区は収穫後の残った株で調歪郵

ま仏5

1. 5 

表 7

試験区。

''.~ ;2・二1;> キャベツ
10/30；，，（；判 事；，＼ 10/31 内川ー

31 ~r o. 6 『 ダイコン
干＼，；｝.；＿，ゼ 約レン11;

11/1～3か：・，1.5・バ： 11/8 約i,:;11;
11/23～25 , .1. 2 11/28約i,:;11)

坪 9/29 -iiP・ 3 , • キャベツ 5外葉の葉脈聞に一部不定形白色小斑（軽微）
回 9/30仁子0.2' , 10/2 アロフコト - 5 同上
五 日 刊 ダイコン 4 20本業l～2業の葉脈聞が白変枯死
験 10/23ヘ.＜Ul～f キャベツ 14 5外業の被害は軽微 台風16,18号の風害により下位葉が一部損傷
区 24 d.2 ); . 10/24 7・町コト 12 20 中上位業の業縁白変 台風16,18号の風害により下位業は損傷大

! ,-, •＇，ぺ正 ダイコン 13 60芯部を除く葉の葉脈聞が激しく白変枯死
υso，発生時における1時間平均値(I時間値）の最高値｛露地で測定） 2）目視による粟の夜害面積の割合 3）未調査

表8 被覆資材がホウレンソウの生育，収量に及ぼす影響（阿古試験区）

S02暴 被害調整後調整
試験区 収穫日 2 草丈株重葉数葉色

露回数 面積率株重歩合
(cm) (g／本）（枚） (SPAD) (%) ( g／本）（%）

28. 1 15. 9 9. 0 35. 0 6 13. 3 83 
29. 0 18. 5 8. 8 37. 3 6 15. 5 84 
27. 4 15. 9 8. 6 36. 6 4 13. 7 87 
29.5 16.5 8.8 38.5 4 14.6 88 
25.8 17. 1 9.5 44.6 28 10.4 60 
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ユーラック4号 11/16

パオパオ 11/21 
タフベル ,1121 
農ポリ（雨よけ） 11/21 

露地 12/5 
＊）調査株数 20株
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